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バクテリオファージMuは収縮性尾部を持つMyoviridaeに属していて幅広い腸内細菌を宿主として感

染する溶原性のファージである。ネガティブ染色による電子顕微鏡写真からは、正二十面体の頭部、収

縮性の尾部、頭部と尾部をつなぐネック、尾部の先端の基盤および尾繊維といった構造が確認できる。

我々はこの Mu ファージ形態形成機構、感染における宿主認識などを構造的に理解するために、Mu フ

ァージのサブユニットやそれらの複合体の構造解析を行ってきた。Mu ファージは幅広い宿主細菌に感染

するために、異なる宿主菌を認識できる２種類の尾繊維をもっている。昨年度までに本拠点事業によっ

て、２種類の尾繊維のうちの１つである gp49 とそのシャペロンである gp50 の複合体の構造解析を終え

ていた。令和元年度は明らかにできなかった gp50 の C 末端側ドメイン(94-117)の構造決定のための全

長 gp50 の単体でのＸ線解析、および決定した gp49+gp50 の尾繊維複合体以外の尾繊維、すなわち

gp49+gp51、gp52+gp50、gp52+gp51 の結晶化を行った。 

全長 gp50 の単体でのＸ線解析では、得られた回折データの分解能は 5Å程度であり、詳細な構造を得

ることはできなかった。そこで、さらに結晶化条件を検討するために有効な添加物の探索を行った。そ

の結果、Ca2+イオンや Zn2+イオンの添加が結晶化の向上に効果があるように見られた。また、結晶を凍

らせる過程でクライオプロテクタントとしてグリセロールを添加したが、その際に結晶が溶けてしまう

ことがあった。そこで、クライオプロテクタントとして PEG を検討した。これらの検討を行った結晶に

ついてはまだ十分なＸ線回折実験ができていないので、今後すみやかに検討したい。 

gp49+gp51、gp52+gp50、gp52+gp51 といった別の組み合わせの尾繊維とシャペロンの複合体の結晶

化については、結晶化条件を検討し、微小な結晶を得た。結晶が微小なため、Ｘ線解析のためにループ

に回収することが困難であり、まだ十分なＸ線回折実験ができていない。今後、より大きな結晶を得る

ための条件の最適化と X 線回折実験を行う予定である。 

 

 

 

 


